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《冬道の事故防止》
○ 信号の変わり目を予測し、無理な通過はしない
○ 黄色信号は、「止まれ」です
○ 発進時の「追突」に注意しましょう
○ 交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意しましょう
○ 凍結路面 スピードダウンと車間距離

急ブレーキ・急ハンドル・急発進
「急」のつく操作は、スリップの原因

事故防止のため、「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

構内・バック事故の根絶

《冬期間の労働災害防止》
○ 走るな 、転ぶぞ 、屋外作業、凍結路面は目に見えないぞ
○ 寒い外、心も体も、冷えている、あせると危ない、冬の外仕事
○ 作業中、足を滑らせ、『転倒』 に注意しましょう

○ 作業する時、トラック（荷台も）に乗る時、降りる時は安全靴の底の雪を落とす
○ トラック（荷台も）から降りる時は、路面の状況を確認し、飛び降りることは厳禁

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

「居眠りをしていて、覚えていない」
深夜１時 自販機利用中の男性はねられ重体

乗用車が対向車線越えてはねる
乗用車の下に歩行者の男性が倒れていた
◇目がかゆいは、眠気のサイン 運転時の休憩は、２時間ごとに◇
◇2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命◇

２０２５／１／３１（金）
３１日午前１時ごろ、福岡県の交差点近くの県道で、乗用車を運転していた男性（１９）から「男性が倒れている

。動かない。意識がなさそう」と１１０番通報がありました。現場では、乗用車が歩道にある道路標識に衝突し
ていて、車の下に歩行者の男性が倒れていたということです。倒れていた男性は意識不明の重体です。乗用車の
ドライブレコーダーでは乗用車が対向車線に飛び出し、自動販売機で飲料を買おうとしていた男性をはねたこと
が確認されたということです。乗用車を運転していた男性は、「居眠りをしていて、事故当時の状況はわからな
い」などと話しているということで、警察は過失運転致傷の疑いも視野に捜査しています。

午前４時 小樽 除雪のタイヤショベルが電柱に衝突
電柱根元から折れ、駐車中の乗用車が破損 付近の14戸が停電

◇除雪・・・周囲の安全確認を確実に、特にバックには注意しましょう◇
２０２５／１／３１（金）

３１日午前４時ごろ、小樽市で除雪中のタイヤショベルが電柱に衝突しました。この事故によるけが人はいませ
ん。大きく傾き折れ曲がった電柱が駐車中の乗用車にぶつかり、前方部分が壊れています。北電によりますと、
損傷部分の工事のため、午前８時ごろから現場付近の１４戸で停電が発生しています。

午前６時 停止中のトレーラーにトラックが追突
トラックの男性死亡

◇2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命◇
◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い ◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２５／１／３１（金）
３１日午前６時１６分ごろ、兵庫県の阪神高速湾岸線で、前に車がいて、停止していた大型トレーラーに、３トント

ラックが追突したとみられ、トラックを運転していた６０歳くらいとみられる男性が挟まれて、その後救出されま
した。当初は話が出来ていたということですが、救急搬送され、死亡しました。


